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５・６年 国語科学習指導案

日 時 令和 元年 １１月 ２２日（金）

児 童 宗谷小学校 ５年 ５名

６年 ５名

指導者 〇〇 〇〇

１ 単元 ◎多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう

（教材「世界遺産 白神山地からの提言ー意見文を書こう」５年教育出版下）

◎筆者の考えを読み、感想を書こう（教材「ぼくの世界、君の世界」６年教育出版下）

２ 単元（教材について）

（１）単元観 （１）単元観

本単元は意見文を書くことを最終目標と 本単元は、学習指導要「目的に応じ、内容

し、さまざまな資料から世界遺産である白神 や要旨を把握しながら読むことができるよう

山地の自然保護の実態や理念などの情報を読 にする」に基づき、「書かれている内容につ

み取り、それらを整理し、自らの立場を明確 いて事象と感想、意見の関係を押さえ、自分

にしたうえで、意見文を書き、交流を行う。 の考えを明確にしながら読むこと」を受けて

また、本教材は、読むことと書くことの複 いる。

合単元となっている。自然保護に対しての立 本教材は、使われている言葉や表現そのも

場の異なる２つの文章を読み、自分の立場を のは難しくない。しかし、書かれている哲学

決め、意見文を書き交流することで、自分の 的な「感覚の違い」や「感じ方の違い」「自

考えを広げさせたり深めさせたりさせたい。 分一人の世界」について考えたことのある児

そして、自分の立場や考えを見直す場を設け、 童は少ない。子どもたちは初めて体験する筆

相手や目的に対して自分の考えを明確にし、 者の哲学的な考え方、意見に対して賛成した

文章化して発信するのに適した教材であると り反論したりしながら読み進めていける教材

考える。 である。児童一人ひとりが筆者の意見に対し

てどう考えるか、常に意識させながら主体的

に読めるように工夫していきたい。

（２）児童の実態等～省略 （２）児童の実態等～省略

（３）指導観 （３）指導観

以上のような実態から、児童に興味を持た 以上のような実態から、児童に興味を持た

せて学習を行わせたい。宗谷では「鹿が多発 せて学習を行わせたい。「随筆を書こう』の

して交通事故が増えているが、一方で昔、エ 中に出てきた「それ、とって」の言葉の勘違

ゾシカか絶滅しそうになって保護をしていた いの作品例を想起させ、自分が思っているこ

事実」などから、身近な話題を取り上げて、 とと相手が思っていることが同じとは限らい

自然環境と人間との共存に関するイメージを ないことを単元の導入で考えさせる。

膨らませたい。 説明文的文章教材の指導は、文章に述べら

説明文は物語文と比べて、文章の読み取り れていることを正確に読み取る読解に終始し

が難しいと考えられる。文章構成を意識して、 てしまう傾向がある。しかし、児童にとって

文章全体をとらえて読解できるように取り組 は、今後いろいろな教科学習や生活の中で、

ませる。また、「核心地域」と「緩衝地域」 説明文に触れることが増え、書くことも多く

の考え方を明確にして、２つの立場をはっき なると考えられる。そのため、本単元の学習

りさせることで、児童の学習の理解をより確 を通して、読解から表現へという流れの学習

かなものにする。また、文章や資料から読み を設定し、自分らしい見方や考え方のよさを

取った情報を整理し、自分の考えをまとめる 発揮させるようにしたい。

ための材料を準備しておく。そのために「考 また、読むことによって考えを深めること

えを深めるための話し合い」や「意見文の読 ができるようにすることに力を注ぎたい。そ

み合いを通して振り返る」といった活動を取 のためには、筆者の考え方に対して、自分は
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り入れていきたい。他者の考えを聞くことで、 どう思うかを考えさせる活動を取り入れなけ

さらに自分の考えを深めていくことができる ればならない。その具体的方法としては、そ

と考える。その際、聞く側の意識を大事にし、 れぞれの考えを交流する場を設定し、自分の

「自分はこう思うが、そういった考えもある 考えを深めさせ、また、友だちの捉え方のよ

な」というように、互いの考えを尊重しなが さを認め合えるようにしていきたい。

ら学習を進めていきたい。

（４）仮説とのかかわり

【仮説】

「読みの基本」を身につけさせることで、主体的に学習に取り組む子どもが育つであろう。

「読みの基本」とは、説明文の文章の全体構造（序論・本論・結論）を捉えることである。

文章構成を理解したうえで「問い」とそれに対する「答え」の記述をみつけることや、具

体例と筆者の考えを区別するなど、内容を正確に理解する手掛かりとなるものである。

【観点】

構 〇授業の始めに本時の流れを示しながら説明し、授業の展開にそってプレートを黒板に

造 移動する。

化 〇ワークシートを活用して、ガイドラインにそって学習できるようにする。

焦 〇発問を【第一発問】（第二発問を深めるためのは発問）と【第二発問】（一番学ばせた

点 い内容に直結する発問）に絞り 1時間の展開をシンプルにする。
化 〇【第一発問】で、どの児童も学習の土台にあげて、【第二発問】で 1単位時間の授業の

ねらいにせまる。

視 〇学習の流れや今やっていることを提示する（特に終わりを示す）。

覚 〇間接指導の場面で学習の進め方を提示しておく。

化 〇説明のポイント（リード）を板書しておく。

共 〇聞き分けるための観点を意識させる。（比較して聞く・幾つのことを言っているのか

有 ・事例と意見）

化 〇児童の発言を使ってまとめる。

３ 単元の目標

・白神山地に関する多様な文章や資料を読ん ・筆者の考えと自分の考えを比べながら読ん

だり、それを根拠にして自分の考えを書い だり書いたりすることができる。

たりしようとしている。 （学びに向かう力、人間性等）

（学びに向かう力、人間性等） ・書かれている内容について、事象と意見の

・資料や図表、グラフなどを用い、自分の立 関係を押さえて読むことができる。

場を明確にして意見文を書くことができ （思考力・判断力・表現力【読むこと】）

る。（思考力・判断力・表現力【書くこと】） ・筆者の考えを受けて、自分なりの考えを書

・教材文や資料を読み、自然保護について考 くことができる。

えたことを発表し合い、自分の考えを広げ （思考力・判断力・表現力【書くこと】）

たり、深めたりすることができる。 ・文や文章にはいろいろな構成があることに

（思考力・判断力・表現力【読むこと】） ついて理解することができる。

・説明的な文章の基本的な構成を理解し、活 （知識及び技能）

用することができる。（知識及び技能）
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４ 指導計画（第５学年10時間、第６学年８時間）

・学びに向かう力、人間性等⇒【学人】 ・思考力・判断力・表現力⇒【思判表】

・知識及び技能⇒【知・技】

本時（４／１２） 本時（５／１０）

次 時 学習活動 評価規準 次 時 学習活動 評価規準

・「多様な情報を読 自分の立場や考 ・単元名から学習の 自分の経験を踏

み取り、自分の考 えを発表しよう ねらいをつかむと まえながら、筆

１ えを深めよう」と としている。 １ １ ともに、学習の見 者の主張の大体

いう単元名につな 【学人】 通しを持つ。 を読み取ろうと

見 がる具体的な日常 見 ・全文を音読し、初 している。

通 １ 生活の問題を思い 音読をしっか行 通 発の感想を書く。 【学人】

す 浮かべる。 い、本文を解し す ・段落分けをした 文や文章にはい

・学習の手順を知り、ようとしてい り、問いかけの文 ろいろな構成が

学習全体の流れを る。【思判表】 ２ を見つけたりしな あることを理解

確認する。 がら文章構成をつ している。

かむ。 【知・技】

・「ブナの森が支え 世界遺産である ・指示語に着目し 具体例を基に筆

る豊かな自然」を 白神山地とはど て、筆者の考えと 者の考えを読み

２ 読み、世界遺産で のようなところ ３ 体験を読み取る。 取ることができ

ある白神山地はど なのか読み取ろ ・文末表現に着目 る。

のようなところな うとしている。 し、事例と意見を 【思判表】

のか読み取る。 【思判表】 見分ける。

２ ・筆者が白神山地の 自然保護につい ２

自然の貴重さを伝 て書かれた文章 ・「あまみ」や「痛 筆者の意見を読

深 ３ えていることを理 に関心をもとう 深 み」の感覚につい み、感覚は共通

め 解し、白神山地へ としたり、自分 め て、筆者が挙げて していないとい

る の関心を高める。 の考えをもとう る いる例をおさえ うことを読み取

とする。【学人】 る。 ることができる。

本 ・「白神山地の自然 文章や資料を比 ４ ・「あまみ」や「痛 【思判表】

時 保護」を読み、白 べて読んでい み」の感覚は、す

神山地の自然保護 る。【思判表】 べての人に共通す

４ の特徴について読 るのかという問い

み取る。 について考え、意

・白神山地の自然保 意見と根拠の関 見を出し合う。

護のあり方につい 係をおさえ、自 ・「言葉のキャッチ 「言葉のキャッ

５ て自分の立場を決 分の考えを明確 本 ボール」について、チボール」とい

め、その考えの根 にしている。 時 「好きなアニメの う言葉の意味を

拠となる情報を見 【思判表】 例」を通して読み 読み取ることが

つける。 ５ 取る。 できる。

・考えを出し合い、 自然保護に関す ・自分の今までの経 【思判表】

６ グループで意見を る考えを発表し 験を振り返る。

・ 交流することで、 合い、自分の考 ・「自分だけの心の 筆者の意見を読

７ 自分の考えを深め えを広げたり深 世界」「一人きり み取り、自分の

る。 めたりしてい の自分」「心を伝 考えをノートに

る。【思判表】 えあうための努 書くことができ

６ 力」などの言葉に る。

・意見文の書き方を 文や文章にはい 着目する。 【思判表】

知る。 ろいろな構成が ・筆者の主張とその

８ ・自分の立場を決め、あることを理解 ことに対する自分

「始め」の部分を している。 の考えをまとめ

書き、読みあう。 【知・技】 る。
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・自分の考えとその 自分の考えを伝 ・『ぼくの世界、君 目的や意図にそ

３ 根拠を整理する。 えるための根拠 の世界』の学習を って意見文を書

９ ・自分の立場や考え や事例となる材 もとに、自分なり くことができる。

ま に合った根拠を 料を集めて書い ３ の視点で意見文を 【思判表】

と 「中」に書く。 ている。 ７ 書くという目標を これまで学習し

め ・「始め」に主張し 【思判表】 ま つかむ。 てきたことを自

あ たことや「中」で と ・自分が書く課題や 分の意見文の中

げ 10 根拠として書いた め 構想をノートにま でいかすことが

る ことを踏まえ、よ あ とめる。 できる。

り自分の考えが伝 げ ・構成表を見ながら 【知・技】

わるように「終わ る 意見文を書く。

り」を書き、意見 ８ ・書いた文章につい

文を完成させる。 ・ て、理由や根拠を

・意見文を読み合い 文や文章にはい ９ ふまえて筋道立て

感想を書く。 ろいろな構成が て述べられている

11 ・友達の感想を基に あることを理解 かを見直す。

意見文を推敲する。している。

・６年生に意見文を 自分の考えを積 ・５年生に意見文を 自分の考えを積

発表し交流する。 極的に伝えあ 発表し交流する。 極的に伝えあい、

12 ・学習の振り返りを い、友だちの考 10 ・学習の振り返りを 友だちの考えと

する。 えと比べようと する。 比べようとして

している。 いる。

【学人】 【学人】

５ 本時（第５学年：４／１２、第６学年：５／１０）

（１）目標

〇自然保護について自分の意見を持とうとす 〇筆者に対する自分の考えをもって、進んで

ることができる。 書いたり話したりすることができる。

（学びに向かう力、人間性等） （学びに向かう力、人間性等）

〇白神山地の自然保護の特徴を読み取ること 〇筆者の意見を読み取ることができる。

ができる。 （思考力・判断力・表現力） 〇筆者の意見に対する自分の意見を書くこと

ができる。 （思考力・判断力・表現力）


